
 

平成 22 年 12 月 

 

 

第１節 美しく豊かでたくましい心、元気な身体を育む人づくり 基本構想案 

 

１ 学ぶ場が拡がるまちづくり                                      

 

市民の価値観の多様化やライフスタイルの変化などにより、市民の学習要求も専門化・

高度化してきています。豊かな心を育み、学ぶ場が拡がるまちづくりを進めていくには、

市民の学習要望をくみ取りながら各種学級・講座などを開催するとともに様々な学習の場

を提供し、市民の主体的な学習活動を支援していくことが求められてきています。 

このため、市民の多様化する学習ニーズを的確に把握するとともに、地域の学習資源

の掘り起こしを進め、よりよい学習環境・必要な学習機会を提供し、市民自らが学びを拡

げる生涯学習活動への支援に努めていきます。 

 

２ いのちと心を育む教育活動の充実                          

 
地域社会における連帯感の欠如や人間関係の希薄化、規範意識の低下などが指摘 

されています。また、こうした地域での人とのかかわりの不足や家庭環境の問題等

により、子どもたちの社会性や道徳性が低下し、基本的生活習慣が身についていな

いといった課題が見られます。 
このため、地域における人々のかかわりを大切にしながら、児童生徒の道徳性や 
社会性を育て、基本的習慣を確立するための取組を進めていきます。 

 
３ 読書の盛んなまちづくり                              

 
読書は、私たちの豊かな感性を養います。寒河江市では、市全体で読書活動動推 
のための取組を行っていますが、誰もが読書に親しむことのできる環境づくりを一

層推進していくことが求められています。 
このため、市民の自主的な読書活動を支援するとともに、読書ボランティアと連 
携を図りながら、乳幼児期から中学生期まで、あらゆる機会をとらえて本好きな子

どもの育成に努めていきます。 
 

４ 食育の推進                               

 
近年、子ども達を取り巻く社会環境の変化や生活様式の多様化に伴い、家族が一

緒に食事をとらない、朝食を食べない、偏った食事になる等、食生活の乱れが指摘

されています。 

このため、家庭、地域、学校が連携して、子ども達の望ましい食習慣の確立や地

域に伝わる食文化の継承等、食育の推進に努めていきます。 

第 章 「新しい時代を切り拓く人づくり」 
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５ スポーツに親しみ、心身の健康を育むまちづくり                   

 

生涯を通して健康で明るい生活を実現するため、市民一人一人がそれぞれの体力 

や年齢、技術、興味、目的に応じて、「いつでも」「どこでも」「だれでも」がス

ポーツに親しむことのできる環境の整備が求められています。 

そのためには、スポーツを取り入れた生活の実現を目指し、総合型地域スポーツ 

クラブ等の各種団体と連携を図りながら、成人層のスポーツ参加率の向上を目指し、

市民のニーズにあったスポーツ教室等を実施するとともに、スポーツ施設の充実を

図り、利用しやすい環境の整備に努めていきます。 

 
６ 国際理解教育の推進                               

 
グローバル化の進展により、国際社会の中で、他の国々の人たちと豊かに交流し 
自立して生きていくためには、外国の歴史や文化、伝統を正しく理解し尊重してい

く意識を育てていくことが重要です。 
このため、今後、さらに学校等における国際理解教育を推進していきます。 
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第１節 美しく豊かでたくましい心、元気な身体を育む人づくり 基本計画案 

 

 

１ 施策の体系                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
２ 施策                                                   

 
１ 学ぶ場が拡がるまちづくり 

市民の様々な学習ニーズに的確に対応するため、多様な各種学習講座等、市民のニ

ーズに合った生涯学習機会を提供し、生涯学習施設のネットワーク化を図るとともに、より

わかりやすい生涯学習情報を提供していきます。 

市民自らが学ぶ姿勢を大切にし、生涯学習支援事業やまちづくり出前講座等、市民の

自主的な学習活動を支援していきます。 

また、郷土の歴史・文化を学ぶための学習環境を整備して、地域の歴史・文化に触れ

る機会を拡充していきます。 

 

２ いのちと心を育む教育活動の充実 

大人自身が地域社会でのかかわりを大切にしながら社会の一員としての自覚を高める

とともに、各学校の特色に応じて、地域の人や自然、歴史･文化などとのかかわりを重視し

た豊かな体験活動を重視し、子どもたちの道徳性、社会性を養います。 

また、子どもたちに基本的生活習慣を身につけさせるために、学校･家庭・地域が十分

に連携しながら、社会全体で「さがえの子ども」を育てていく取組を進めていきます。 
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３ 読書の盛んなまちづくり 

市民のニーズに対応した図書や郷土の歴史･文化に関する資料の整備に努めるととも

に、読書支援グループ等の育成を図り、市民の自主的な読書活動や学習活動を支援し

ていきます。 

また、乳幼児期の保護者が絵本を介して子どもとふれあう機会の提供や、幼児教育施

設や学校での読書活動を推進し、本好きな「さがえの子ども」を育てていきます。 

 

４ 食育の推進 

 学校では、家庭科や理科等の教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間での学習

や給食の時間をとおして、子どもたちが食に関する知識・技能を習得できるように努めま

す。家庭では、子ども達の望ましい食習慣が形成できるような取組を進めます。 

 また、地域の伝統料理を作る・味わうなどの体験を通じて地域の食文化を学ぶ取組を

進めていきます。 

 学校給食においては、生産者団体等の協力を得て地産地消の推進に努めていきま

す。 

 

５ スポーツに親しみ心身の健康を育むまちづくり 

年間を通して、市民がいつでもスポーツに親しむことができる「冬季における屋

外競技の練習施設」の整備を進めていきます。 

また、総合型地域スポーツクラブ「アスポートさがえ」や体育振興公社と連携を

図りながら市民のニーズに応えるための各種スポーツ教室を実施するとともに、地

域の特性を活かした生涯スポーツの推進に努めていきます。 

 

６ 国際理解教育の推進 

外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用により、小学校での外国語活動、中学校での英語の学

習を充実させ、子どもたちの国際感覚を豊かにします。 

また、帰国子女等の日本語の指導が必要な子どもへの支援を行います。 

 

 

３ 目標                                                   

項     目 現状 目標（Ｈ２７） 

○より多くの市民の学習活動へ 

の参加 

・各種講座への参加人数 

・市立図書館の入館者数 

 

 

H21  2,219 名 

    106,578 名 

 

 

H27   2,700 名 

    120,000 名 

○子どもの朝食の摂取率 H21   92.3％ H27   95％ 

○１人１スポーツ運動の展開 

・各体育施設の利用者数 

 

H21 139,791 名 

 

H27 153,000 名 

 

 



 

４ 主な事業                                                   

 
生涯学習支援事業やまちづくり出前講座の実施 
ふるさと歴史探訪事業の実施 
ふるさと回帰事業の実施 
いのちと心を育む道徳教育の充実 
ブックスタート事業の推進 
図書館ボランティア活動への支援 
学校への読書活動推進員の配置 
学校・家庭・地域が連携した食育の推進 
屋外競技練習施設の建設 
１人１スポーツ運動の展開 
外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置 
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第２節 郷土を愛し、次代を担う意欲ある人づくり 基本構想案 

 

 

１ 発達に応じた教育の充実                                      

 

市内には多くの幼稚園や保育所等があり、就学時にはそれぞれに小学校との連携を 

図っていますが、入学後に新たな環境になじめない児童は増える傾向にあります。また、

中学校でも、入学後に多様な人間関係や学習・生活の変化に対応できない生徒がいる

ことが課題となっています。 

このため、幼稚園・保育所と小学校、中学校では、発達に応じたそれぞれの教育活動 

を充実させるとともに、これまで以上に相互の連携を進めていきます。 

 

２ 児童生徒の学ぶ力の育成                              

 
市内の各学校では、地域とのかかわりを大切にしながら、個に応じた教育を進めてい

ます。しかし、子どもたちを取り巻く家庭や地域の環境はより複雑なものとなり、学習や生

徒指導面における多様化した課題に適切に対応していく必要があります。 

このため、学校では、より一人一人の実態に応じた教育を実現し、子どもたちの学ぶ力 

を育むとともに、将来の寒河江市や地域を担う一員として、郷土を愛し、「生きる力」を身

につけた児童生徒を育成します。 

第 章 「新しい時代を切り拓く人づくり」 
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第２節 郷土を愛し、次代を担う意欲ある人づくり 基本計画案 

 

 

１ 施策の体系                                              

 

 

 

 

 

 

 
２ 施策                                                   

 
１ 発達に応じた教育の充実 

子どもたち一人一人の個に応じた教育を推進するために、入学時の就学指導を充実

させるとともに、幼稚園・保育所と小学校、小学校と中学校が指導者間の連携を密にし、

研修会を開催するなど、互いの教育内容の理解を深め、指導の改善を図ります。 

また、幼稚園・保育所の幼児と、小・中学校児童生徒の交流活動を促進し、子どもたち

に人とかかわる喜びを実感させることにより、他者への関心や愛着、信頼感を育みます。 

 

２ 児童生徒の学ぶ力の育成 

学校では、「さがえの子ども」の学ぶ力を育むために、一人一人の学力等の実態を適

切に把握し、子どもの実態に応じた指導を行っていきます。また、学校研究や研修活動

の充実により、教師の指導力を育成し指導方法の改善を図るとともに、地域教材の開発

等をとおして、郷土を愛し主体的に学ぶ児童生徒を育成します。 

不登校等の問題を抱える子どもに関わる教育相談員や、特別に支援が必要な子ども

のための学習補助員の配置等、児童生徒を支援する人的な環境を整備するとともに、校

舎の耐震補強工事の実施や教育課題に対応した施設・備品の整備等、学校における学

習環境の整備を進めます。 

 

３ 目標                                                   

項     目 現状 目標（Ｈ２７） 

一人一人の子どもが主体的に学

ぶ学校づくり 

・学校生活の満足度 

 

H21  90％ 

 

H27   95％ 

学力の充実 

・学力テストの平均正答率 

H21 小６＝64.5％ 

   中３＝59.8％ 

H27 小６＝70％ 

   中３＝65％ 

 

郷土を愛し、次代を担う意欲ある

人づくり 

２ 児童生徒の学ぶ力の育成 

１ 発達に応じた教育の充実 
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４ 主な事業                                                   

 
幼保小連携研修会の実施 
学校研究と研修の場の充実 
教育相談員の配置 
学習補助員の配置 
学校施設の耐震化と施設の整備 
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第３節 歴史と文化を活かし、新たな文化を育む人づくり   基本構想案 

   
 
１ 歴史と伝統文化を活かしたまちづくり                    

 
本市には、慈恩寺本堂及び多くの仏像彫刻群をはじめ、由緒ある建造物、舞楽や郷土 
芸能、四季を織りなす伝統行事など数多くの優れた文化遺産があります。それらの文化

遺産の保存・活用を図り、歴史と伝統文化を活かした事業を展開していくことが課題と

なっています。 
これらの文化遺産の価値を認識し、それを誇りとして後世に伝えていくために、様々 
な学習の機会を提供し、環境の整備に努めていきます。 
 
２ 芸術文化に親しみ、創造の喜びを育むまちづくり               

 
 市民が優れた芸術文化に触れ、鑑賞する機会が増えることにより、感性と創造力が高 
まり、市民の芸術文化活動を活発にするとともに、新たな地域文化を生み出す原動力と 
なります。 
本市においては、市民文化会館自主事業を実施し、優れた芸術文化にふれる機会を数

多く提供するとともに、市民が身近に芸術文化活動を発表できる風土づくりを進めてき

ています。しかしながら価値観の多様化に伴い、市民のニーズも多様化・高度化してき

ており、幅広いジャンルの事業を展開していくことが課題となっています。 
市民が優れた芸術文化に触れ鑑賞する機会を拡大し、市民のニーズあった芸術文化活 
動の支援に努めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 章 「新しい時代を切り拓く人づくり」
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第３節 歴史と文化を活かし、新たな文化を育む人づくり   基本計画案 

 
 
１ 施策の体系                                

                     

 
 

                      
 
 
 
 
 
２ 施策                                    

 
１ 歴史と伝統文化を活かしたまちづくり 

 
身近な地域の歴史文化遺産を掘り起こし、歴史講演会や学習会を通して生活文化が息

づく地域づくり、歴史と文化を学ぶ環境づくりの推進に努めていきます。 
また、本市には国指定無形民俗文化財である慈恩寺舞楽をはじめ、県や市の無形民俗

文化財に指定されている田植踊、獅子踊、流鏑馬などの民俗芸能や生活に根ざした伝統

行事が数多くあります。それらの貴重な文化財の保存・伝承を図るとともに、伝承者の

交流の場、発表の場を提供し、後継者育成に努めていきます。 
慈恩寺文化は、全国的にも極めて価値が高いことから、本山慈恩寺との連携を密にし、

各種調査・研究を進め、国史跡指定に向けて取り組むとともに、慈恩寺の文化財活用の

ための環境・景観等も含めて慈恩寺の魅力を高める施設等の整備に努めていきます。 
 
２ 芸術文化に親しみ、創造の喜びを育むまちづくり 

 
 市民文化会館自主事業の充実を図るため、若者に焦点を合わせた音楽公演を実施し、

「若者のまち・さがえ」をアピールし、芸術文化に触れるまちづくりを推進していくと

ともに、総合文化祭や市民音楽祭など、文化活動を発表する機会の拡充を図っていきま

す。また、より多くの市民の豊かな感性や美を求める芸術文化団体の活動を支援し、新

たな地域文化の創造を目指します。 

歴史と文化を活かし、 

新たな文化を育む人づくり 

芸術文化に親しみ 

 創造の喜びを育むまちづくり 

歴史と伝統文化を 

活かしたまちづくり 
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３ 目標                                    

  ・歴史文化遺産の保存・活用と慈恩寺の国史跡指定 
  ・芸術文化事業の充実 
  ・芸術文化情報の提供 
  ・芸術文化活動の発表機会の拡充 
 
 
４ 主な事業                                  

   
慈恩寺国史跡指定総合調査事業の推進 
寒河江の宝育成事業の推進 
山形ふるさと塾形成事業への取組 
市民文化会館自主事業の充実 
市総合文化祭等の芸術文化活動への支援 
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第４節 地域主体の活動による心豊かな人づくり 基本構想案 

 

 

１ 生涯をとおした学習活動が盛んなまちづくり                                   

 

近年、少子高齢化社会が進み、社会が複雑化・多様化し、地域を取り巻く環境も大きく

変化する中で、市民の地域とのかかわり合いが希薄になり、地域社会における連帯感の

低下など、いわゆる地域力の低下が課題となっています。 

地域の様々な課題を解決し、住みよい地域づくりを進めていくには、地域の主体的な 

学習活動が求められています。 

このため、生涯学習施設における様々な学習活動を通して地域のコミュニティを形成 

し、地域力の向上に努めていきます。 

 

２ 家庭の教育力を高めるまちづくり                          

 
「家庭は教育の原点であり、すべての主発点である」と言われますが、核家族化

や少子化、地縁的な人間関係の希薄化など、家庭を取り巻く環境の変化に伴い、子

どものしつけや教育に悩みや不安を持つ親が増加し、家庭の教育力の低下が指摘さ

れています。 
市民アンケートの調査においては、家庭の教育力を高めるための学習機会など、 
家庭教育の支援･充実を求める声が寄せられています。 
このため、学校･家庭･地域が連携を図り、幼児教育施設や学校などにおける保護

者の研修機会等を活用し、家庭教育の大切さや家庭の役割等を学びあう場の創出に

努めていきます。 
 

３ 地域に開かれた学校づくり                             

 
各学校では、地域の自然や人、歴史・文化・産業に触れる教育活動を積極的に進

めています。しかし、次代を担う子どもたちの「生きる力」を育んでいくためには、

地域や家庭との連携をさらに進めていくことが必要です。 
このため、学校がこれまで以上に地域に「開かれた学校」となるよう努めていく

とともに、地域社会全体で学校を支援し、社会全体で「さがえの子ども」を育てて

いく体制を構築していきます。 
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第４節 地域主体の活動による心豊かな人づくり 基本計画案 

 

 

１ 施策の体系                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
２ 施策                                                   

 
１ 生涯をとおした学習活動が盛んなまちづくり 

 

学習機会の場の提供のみならず、住みよい地域づくりの拠点施設として大きな役割を

担っているのが公民館です。 

地域の特性を活かした地域主体の地区公民館運営を目指していくとともに、分館活動

への支援を充実し、地域の連帯感を高め、活力ある地域社会づくりを目指します。 

また、地域の多様な課題解決を図っていくためは、地域のニーズに添った学習活動を

展開していくとともに、地区公民館機能の充実に向けて取り組んでいきます。 

 

２ 家庭の教育力を高めるまちづくり 

 

家庭の教育力を高めていくためには、家庭はもちろんのこと、学校･地域がお互いに連

携･協力し合い、「地域の子どもは地域で育てる」という共通認識のもと、それぞれの役割

と責任を自覚していくことが必要不可欠です。 

そのために、「家庭教育学級講座」等を開設するとともに、「子育ち講座」など、親への

学習機会の場を提供し、地域力の向上とともに家庭の教育力向上に取り組んでいきま

す。 

 

 

 

 

地域主体の活動による心豊かな人

づくり 

３ 地域に開かれた学校づくり 

１ 生涯をとおした学習活動が 

盛んなまちづくり 
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２ 家庭の教育力を高める 

まちづくり 



３ 地域に開かれた学校づくり 

 

地域の自然や人、歴史・文化・産業など、各教科や総合的な学習の時間における学校

の地域学習をこれまで以上に充実させ、地域を愛する子どもを育成します。 

また、学校評価や学校評議員制度を十分に活用し、地域と学校が情報を共有するとと

もに、学校支援ボランティア活動を充実させるために、地域が学校を支援する体制づくり

を推進します。 

 

 

３ 目標                                                   

 

項     目 現状 目標（Ｈ２７） 

○学校・家庭・地域が連携した 

教育の推進 

・学校にかかわる保護者や地 

域の人々の数 

 

 

H21 1,052 名 

 

 

H27  2,000 名 

 

 

 

４ 主な事業                                                   

 
公民館活動の充実 
地区公民館機能の充実 

分館活動への支援 
子育ち講座・家庭教育講座の実施 
学校支援ボランティアの体制づくり 
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